
　

愛
媛
固
有
の
視
点
で
当
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
時
、「
俳
文
学
と
美
術
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
県
松
山
市
出
身
の
文
学
者
・
正
岡
子
規

（
一
八
六
七
～
一
九
〇
二
）
が
、
西
洋
由
来
の
「
写
生
」
＝
対
象
を
よ
く
観
察
し
、
客
観
的
な
描

写
に
よ
っ
て
真
実
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
思
考
を
文
学
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
近
代
俳
句
は
完

成
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
伴
い
、
俳
文
学
と
美
術
と
の
結
び
つ
き
は
、
新
た
な
広
が
り
と
深
ま
り

を
形
成
し
て
い
っ
た
。

　

前
稿
（
１
）
で
は
、
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
俳
文
学
に
ま
つ
わ
る
絵
画
・
書
跡
作
品

一
三
七
点
を
取
り
上
げ
、
各
作
家
た
ち
の
特
徴
や
思
考
な
ど
を
考
察
し
た
が
、
本
稿
は
、
そ
の

続
編
と
し
て
、
当
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
う
ち
、
最
も
大
規
模
で
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
を
持
つ
と

言
え
る
、
本
県
出
身
の
俳
人
・
阿
部
里
雪
（
一
八
九
三
～
一
九
七
三
）
の
旧
蔵
品
に
つ
い
て
取

り
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

　

里
雪
は
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）、
伯
方
島
（
現
・
今
治
市
伯
方
町
）
に
生
ま
れ
た
。

本
名
は
利
行
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）、
柳
原
極
堂
（
一
八
六
七
～
一
九
五
七
）
が
経
営
す
る

伊
予
日
日
新
聞
社
に
入
社
、
廃
刊
翌
年
の
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）、
極
堂
を
追
っ
て
上
京
し
、

五
百
木
飄
亭
（
一
八
七
一
～
一
九
三
七
）
が
主
宰
す
る
雑
誌
『
日
本
及
日
本
人
』
の
記
者
と
し

て
活
動
。
そ
の
か
た
わ
ら
で
極
堂
や
村
上
霽
月
（
一
八
六
九
～
一
九
四
六
）
ら
に
俳
句
を
学
ん
だ
。

ま
た
極
堂
主
宰
の
俳
誌
『
雞
頭
』
の
編
集
に
も
、
同
七
年
（
一
九
三
二
）
十
月
の
創
刊
以
降
従

事
し
た
。
同
十
九
年
（
一
九
四
四
）、
故
郷
の
伯
方
島
に
戻
り
、
町
の
教
育
委
員
や
公
民
館
長
と

し
て
尽
力
。
戦
後
は
「
愛
媛
俳
壇
の
生
き
字
引
」
と
し
て
子
規
及
び
門
人
た
ち
の
顕
彰
活
動
や

後
進
指
導
に
努
め
た
。
そ
の
集
大
成
的
著
書
が
昭
和
三
十
六
年（
一
九
六
一
）に
刊
行
さ
れ
た『
子

規
門
下
の
人
々
』
で
あ
る
（
２
）。
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
没
。

　

詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
旧
蔵
品
か
ら
は
、
俳
人
以
外
に
も
愛
媛
出
身
の
画
家
た
ち
と
の
交

友
も
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
大
正
期
新
興
美
術
運
動
の
立
役
者
の
一
人
で
あ
る
柳

瀬
正
夢
（
一
九
〇
〇
～
四
五
）
は
盟
友
と
も
言
え
る
存
在
だ
っ
た
の
を
は
じ
め
、
長
谷
川
竹
友

（
一
八
八
五
～
一
九
六
二
）、
坂
田
虎
一
（
一
九
〇
六
～
二
〇
〇
〇
）、
石
崎
重
利
（
一
九
〇
一
～

九
六
）
な
ど
い
ず
れ
も
郷
土
の
重
要
作
家
ば
か
り
で
あ
り
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
今
後
の
愛
媛

の
近
代
美
術
史
研
究
上
に
お
い
て
も
、
高
い
価
値
を
有
す
る
も
の
と
言
え
る
。
以
下
、
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
概
要
及
び
主
要
な
作
品
に
つ
い
て
解
説
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
長
井
）

（
１
）�

長
井
健
、
岩
本
成
美
、
土
居
聡
朋
「
特
集　

愛
媛
県
美
術
館
「
俳
文
学
と
美
術
」
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」『
愛
媛
県
美
術

館
研
究
紀
要
』
第
二
一
号
、
二
〇
二
四
年

（
２
）
愛
媛
タ
イ
ム
ス
社
刊
。
二
〇
〇
四
年
に
愛
媛
新
聞
社
よ
り
『
新
編　

子
規
門
下
の
人
々
』
と
し
て
再
刊
さ
れ
た
。

　
�

特
集　

愛
媛
県
美
術
館
「
俳
文
学
と
美
術
」
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
二
）

�

―�

寄
託
の
阿
部
里
雪
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

長　
　

井　
　
　
　
　

健

岩　
　

本　
　

成　
　

美
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阿部里雪
背後の床の間に柳瀬正夢《柳原極堂像》が掛けられている。

『新編　子規門下の人々』（愛媛新聞社、2004年）より転載。
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寄
託
の
経
緯

　

現
在
当
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
里
雪
の
旧
蔵
品
は
約
二
〇
〇
件
に
及
ぶ
。
こ
れ
ら
の
一
部
は
、

里
雪
の
著
書
『
子
規
門
下
の
人
々
』
に
お
い
て
引
用
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
里
雪
の
所
蔵
で
あ
る

こ
と
は
以
前
よ
り
関
係
者
に
は
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
平
成
二
十
五
～
二
十
六
年

（
二
〇
一
三
～
一
四
）
に
北
九
州
市
立
美
術
館
、
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
葉
山
と
の
共
同
企
画

で
開
催
し
た
展
覧
会
「
柳
瀬
正
夢
一
九
〇
〇
―
一
九
四
五
」
に
お
い
て
、
柳
瀬
と
俳
句
と
の
関

わ
り
を
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
柳
瀬
が
最
も
親
交
の
深
か
っ
た
俳
人
と
し
て
里
雪
に
焦
点
を
当

て
る
こ
と
と
な
っ
た
。
松
山
子
規
会
の
烏
谷
照
雄
氏
（
現
・
同
会
長
）
と
と
も
に
、
里
雪
の
遺

族
宅
に
調
査
に
う
か
が
っ
た
結
果
、
柳
瀬
は
も
と
よ
り
郷
土
の
画
家
た
ち
、
俳
人
た
ち
の
膨
大

な
作
品
・
資
料
群
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
柳
瀬
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
展
覧
会
で
拝
借
、

紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
展
覧
会
終
了
後
、
旧
蔵
品
全
体
と
し
て
の
資
料
的
価
値
の
高
さ
を

鑑
み
、
調
査
で
確
認
で
き
た
約
二
〇
〇
件
が
一
括
し
て
当
館
に
寄
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容

　

里
雪
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
は
、
俳
人
と
画
家
の
作
品
に
大
き
く
二
分
で
き
る
。
俳
人
に
つ

い
て
は
、
詳
し
い
経
歴
が
調
べ
ら
れ
て
い
な
い
人
物
も
一
部
含
ま
れ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
里

雪
と
直
接
交
流
し
た
人
々
と
推
測
さ
れ
る
。
俳
人
で
は
、
里
雪
の
師
で
あ
っ
た
極
堂
の
ほ
か
、

高
浜
虚
子
（
一
八
七
四
～
一
九
五
九
）、
河
東
碧
梧
桐
（
一
八
七
三
～
一
九
三
七
）、
内
藤
鳴
雪

（
一
八
四
七
～
一
九
二
六
）
を
筆
頭
に
数
多
く
の
師
友
た
ち
の
作
品
や
書
簡
等
が
確
認
で
き
、
画

家
で
も
、
下
村
為
山
（
一
八
六
五
～
一
九
四
九
）
の
よ
う
な
子
規
直
系
の
作
家
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、前
述
し
た
柳
瀬
正
夢
、長
谷
川
竹
友
、石
崎
重
利
な
ど
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
関
連
の
仕
事
（
表

紙
絵
、
挿
絵
）
を
手
掛
け
た
作
家
た
ち
や
、
子
規
周
辺
の
俳
人
た
ち
と
親
密
な
交
友
を
し
た
塩

月
桃
甫
（
一
八
八
六
～
一
九
五
四
）
な
ど
で
占
め
ら
れ
る
。
彼
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
子
規
山
脈
」

と
呼
ば
れ
る
、
子
規
（
お
よ
び
そ
の
門
人
た
ち
）
の
周
辺
に
集
っ
た
個
性
豊
か
な
人
々
と
重
な

る
面
々
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
里
雪
の
著
書
『
子
規
門
下
の
人
々
』
に
登
場
す
る
面
々
で

も
あ
る
。
従
来
、
里
雪
は
俳
人
と
し
て
と
い
う
よ
り
も
、
記
者
・
編
集
者
と
し
て
そ
の
立
ち
位

置
や
人
物
像
が
認
識
さ
れ
る
の
が
主
で
あ
っ
た
人
物
だ
が
、『
子
規
門
下
の
人
々
』
に
加
え
て
、

本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
合
わ
せ
見
る
こ
と
で
、
絶
大
な
信
頼
の
下
、
ま
さ
し
く
「
子
規
山
脈
」
を

支
え
る
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
を
繋
ぐ
役
目
を
果
た
し
、
広
く
深
く
愛
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ

た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

中
で
も
特
筆
す
べ
き
俳
句
関
係
の
資
料
と
し
て
は
、
子
規
の
直
筆
に
よ
る
未
発
表
句
の
短
冊

お
よ
び
虚
子
の
書
簡
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
（
図
１
）
は
、「
湯
の
町
の
門
を
閉
た
る
余
寒
哉
」

と
い
う
句
が
書
か
れ
た
も
の
。
前
述
の
調
査
時
に
協
力
い
た
だ
い
た
故
・
和
田
克
司
氏
（
当
時
・

大
阪
成
蹊
短
大
名
誉
教
授
）
は
、
幼
名
の
「
升
（
の
ぼ
る
）」
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
規

が
ご
く
親
し
い
人
、
お
そ
ら
く
は
同
い
年
の
柳
原
極
堂
に
贈
っ
た
も
の
を
、
極
堂
の
弟
子
で
あ
っ

た
里
雪
に
譲
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
１
）。「
余
寒
」
は
立
春
後
に
残
る
寒
さ
を
あ
ら
わ

す
季
語
で
、
道
後
温
泉
（
道
後
湯
之
町
）
で
感
じ
た
肌
寒
さ
が
表
現
さ
れ
る
。
和
田
氏
は
、
子

　
�

阿
部
里
雪
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要

長　
　

井　
　
　
　
　

健
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規
に
先
立
っ
て
極
堂
が
上
京
す
る
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
頃
、
二
人
で
訪
れ
た
道
後
の
情

景
で
は
な
い
か
と
さ
れ
た
。
の
ち
同
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
、
子
規

は
日
清
戦
争
従
軍
後
の
病
気
療
養
の
た
め
松
山
へ
戻
る
が
、
そ
の
際
、
夏
目
漱
石
や
極
堂
ら
と

松
山
と
そ
の
近
郊
を
散
策
し
て
吟
行
し
、そ
れ
ら
を
『
散
策
集
』
と
し
て
ま
と
め
た
。
そ
こ
に
は
、

道
後
を
訪
れ
て
作
っ
た
俳
句
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
句
も
こ
の
頃
の
作
と
考

え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

　

後
者
の
書
簡
は
、
複
数
点
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
極
堂
と
里
雪
に
宛
て
て
書
か
れ
た
大

正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
六
月
七
日
付
の
書
簡
（
図
２
）
は
、
新
発
見
の
内
容
で
あ
っ
た
。「
愛

媛
県
下
の
俳
人
の
名
簿
が
出
来
る
の
は
、
私
に
取
つ
て
親
し
く
な
つ
か
し
い
事
で
あ
る
。（
中
略
）

独
り
子
規
居
士
の
ミ
な
ら
ず
、
鳴
雪
翁
は
じ
め
我
等
に
至
る
ま
で
、
此
地
を
誕
生
地
と
し
て
を

る
。
其
土
地
の
俳
人
諸
君
の
名
簿
は
、
恰
も
家
族
の
名
簿
、
親
類
の
名
簿
を
い
つ
て
い
ゝ
も
の

で
あ
る
。」
な
ど
と
記
さ
れ
、
調
査
分
析
を
依
頼
し
た
虚
子
記
念
文
学
館
の
小
林
祐
代
学
芸
員
に

よ
れ
ば
、
伊
予
日
日
新
聞
社
で
発
刊
予
定
だ
っ
た
愛
媛
県
内
の
俳
人
名
簿
の
出
版
広
告
の
た
め

の
文
章
を
虚
子
に
依
頼
し
た
際
の
返
信
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
２
）。

柳
瀬
正
夢
の
作
品
群

　

愛
媛
ゆ
か
り
の
画
家
た
ち
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
岩
本
別
稿
に
て
詳
し
く
紹
介
す
る
の
で
、

そ
ち
ら
に
譲
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
交
友
が
深
か
っ
た
人
物
と
し
て
、
柳
瀬
正
夢
の
作
品
群
に

つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
な
お
、
柳
瀬
と
俳
文
学
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
前
稿
な
ど
で

も
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
も
参
照
さ
れ
た
い
（
３
）。

　

松
山
市
出
身
の
柳
瀬
は
、
十
代
か
ら
精
力
的
に
作
品
発
表
を
行
い
、
目
覚
ま
し
く
活
動
し
た
。

二
十
代
に
は
、
読
売
新
聞
社
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
仕
事
を
手
が
け
た
ほ
か
、
大
正
期
新
興
美

術
運
動
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
運
動
に
加
わ
り
、
漫
画
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
も

活
躍
の
場
を
広
げ
た
。
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
治
安
維
持
法
違
反
容
疑
で
の
逮
捕
を
経
て
、

再
び
油
絵
を
描
く
。
同
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
五
月
に
新
宿
駅
で
空
襲
に
遭
い
四
十
五
歳
で
死
去
。

大
正
期
か
ら
昭
和
戦
前
・
戦
中
期
に
か
け
て
、
油
彩
画
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
、
諷
刺
画
、

漫
画
、
写
真
、
絵
本
な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ
て
先
駆
的
な
活
動
を
展
開
し
た
が
、
俳
句
に
つ
い

て
は
、
絵
筆
の
取
れ
な
く
な
っ
た
第
二
次
大
戦
時
下
に
お
い
て
、
集
中
的
に
取
り
組
ま
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
里
雪
に
句
作
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
（
そ
の
代
わ
り
に
柳
瀬
が
里
雪

に
絵
を
教
え
て
い
た
ら
し
い
）、
里
雪
は
、
柳
瀬
が
愛
し
た
信
州
の
山
々
に
ち
な
ん
だ
「
蓼
科

（
り
ょ
う
か
）」
と
い
う
俳
号
を
与
え
て
い
る
。
さ
ら
に
柳
瀬
は
、
里
雪
の
師
で
あ
る
柳
原
極
堂

に
も
師
事
し
、
そ
の
句
会
に
た
び
た
び
参
加
し
て
い
た
。
極
堂
主
宰
、
里
雪
編
集
に
よ
り
昭
和

七
～
十
七
年
（
一
九
三
二
～
四
二
）
に
出
版
さ
れ
た
俳
誌
『
雞
頭
』
の
最
後
の
二
年
分
の
表
紙

絵
を
柳
瀬
が
担
当
。
あ
わ
せ
て
柳
瀬
は
同
誌
へ
三
百
も
の
投
句
を
し
て
い
る
。

　

柳
瀬
と
里
雪
の
出
会
い
は
、
こ
れ
ま
で
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
九
月
に
田
端
の
大
龍
寺

で
行
わ
れ
た
正
岡
子
規
の
三
十
三
回
忌
の
際
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
た
が
（
４
）、
そ
の
三

か
月
前
に
柳
瀬
が
里
雪
に
宛
て
た
葉
書
が
新
た
に
見
出
さ
れ
（
５
）、
そ
こ
に
は
「
例
の
会
は
ど

う
な
っ
て
ゐ
ま
す
か
。
そ
の
う
ち
ど
っ
か
で
飲
ま
せ
う
」
と
い
う
親
し
げ
な
記
述
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
両
者
の
出
会
い
は
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。
里
雪
は
、
同
八
年
（
一
九
三
三
）
に
汎
文
社

と
い
う
出
版
社
を
立
ち
上
げ
、
虚
子
、
極
堂
、
碧
梧
桐
、
飄
亭
ら
の
執
筆
協
力
を
得
つ
つ
、
子

規
顕
彰
に
関
す
る
編
集
・
出
版
を
行
っ
て
い
た
。
柳
瀬
は
二
十
代
の
出
版
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

仕
事
の
中
で
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』『
土
上
』
と
い
っ
た
子
規
周
辺
の
俳
人
た
ち
が
関
与
し
た
俳
誌
の

挿
絵
を
断
続
的
に
担
当
し
た
り
、
瓢
亭
が
編
集
長
を
つ
と
め
て
い
た
雑
誌
『
日
本
』
で
数
か
月

間
漫
画
を
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
規
門
下
の
俳
人
た
ち
と
は
す
で
に
こ
の
頃
か
ら
接
点
が

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
里
雪
と
の
出
会
い
は
、
彼
ら
が
つ
な
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
六
月
に
は
、
柳
瀬
は
里
雪
に
誘
わ
れ
て
、
東
京
在
住
の
愛
媛
県

人
会
で
あ
る「
一
茎
会
」の
例
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
、『
子
規
門
下
の
人
々
』に
収
録
さ
れ
る「
一

茎
会
の
思
い
出
」
と
い
う
随
筆
に
記
さ
れ
る
。
同
会
は
勝
田
主
計
（
大
蔵
・
文
部
大
臣
）、
水
野

広
徳
（
元
海
軍
大
佐
）、
高
橋
龍
太
郎
（
通
産
大
臣
）
ら
政
財
界
人
を
中
心
に
、
極
堂
、
瓢
亭
、

碧
梧
桐
、
為
山
と
い
っ
た
子
規
門
下
の
俳
人
た
ち
も
参
加
し
た
サ
ロ
ン
的
集
ま
り
で
、
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
作
品
展
も
開
催
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
６
）。
な
お
、岩
本
別
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
「
花
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月
」
と
題
さ
れ
た
扇
面
型
画
帖
の
各
画
面
の
作
者
は
、
一
茎
会
メ
ン
バ
ー
と
重
複
す
る
顔
ぶ
れ

が
多
い
こ
と
か
ら
、
同
会
に
関
連
し
た
創
作
物
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

里
雪
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
十
点
ほ
ど
の
柳
瀬
作
品
が
含
ま
れ
、
い
ず
れ
も
淡
墨
や
水
彩
と

い
っ
た
即
興
的
な
タ
ッ
チ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
後
年
（
一
九
三
〇
年
代
以
降
）
に
訪
れ
た
中

国
各
地
、
満
州
や
ロ
シ
ア
で
見
た
で
あ
ろ
う
風
俗
な
ど
を
描
い
た
掛
軸
（
図
３
、４
）
は
、
こ
の

時
期
の
彼
の
重
要
な
作
例
と
位
置
付
け
ら
れ
る
ほ
か
、
里
雪
本
人
や
彼
の
家
族
の
似
顔
絵
な
ど

を
描
い
た
色
紙
（
図
５
～
７
）
は
、
二
人
の
親
密
さ
が
強
く
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
極
堂
の
横

顔
を
軽
妙
か
つ
大
胆
に
捉
え
た
掛
軸
（
図
８
）
に
は
、
極
堂
自
筆
に
よ
る
「
己
か
影
愚
な
り
と

思
ふ
冬
こ
も
り
」
と
い
う
句
が
書
き
添
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
さ
し
く
「
俳
画
」
と
し
て
見
事
な

出
来
栄
え
を
見
せ
る
佳
品
で
あ
る
。
ま
た
、
里
雪
と
親
交
の
あ
っ
た
俳
人
や
画
家
た
ち
の
書
画

が
貼
り
交
ぜ
ら
れ
た
二
曲
屏
風
（
図
９
）
に
も
、柳
瀬
の
作
品
が
１
点
（
図
10
）
含
ま
れ
る
ほ
か
、

極
堂
、
虚
子
、
為
山
、
石
崎
重
利
ら
前
述
し
た
作
家
た
ち
や
、
里
雪
と
は
郷
里
が
隣
接
す
る
野

間
仁
根
（
一
九
〇
一
～
七
九
）
の
作
品
も
見
え
る
（
７
）。

　

な
お
、
里
雪
は
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
に
疎
開
の
た
め
帰
郷
、
柳
瀬
と
は
そ
の
後
再
び

会
う
こ
と
な
く
、
翌
年
五
月
の
柳
瀬
の
死
と
と
も
に
交
友
も
終
焉
を
迎
え
た
と
見
ら
れ
る
。
翌

六
月
に
極
堂
の
も
と
へ
、
柳
瀬
死
去
の
知
ら
せ
が
遺
族
か
ら
届
き
、
極
堂
は
里
雪
へ
葉
書
で
伝

え
て
い
る
（
８
）。

註（
１
）�

二
〇
一
五
年
七
月
九
日
付
愛
媛
新
聞
に
お
い
て
、
里
雪
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
お
よ
び
子
規
の
本
句
に
つ
い
て
の
紹
介

が
な
さ
れ
、
和
田
氏
が
取
材
に
応
え
た
も
の
。

（
２
）�

二
〇
一
五
年
九
月
十
九
日
付
愛
媛
新
聞
に
お
い
て
、
前
掲
（
１
）
の
記
事
の
続
報
的
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
に
当

た
り
、
小
林
氏
が
取
材
に
応
え
た
も
の
。

（
３
）�

拙
稿
「
柳
瀬
正
夢
と
俳
句
―
画
家
と
し
て
、
俳
人
と
し
て
」『
柳
瀬
正
夢
一
九
〇
〇
―
四
五
』
展
図
録
、
読
売
新

聞
社
、
美
術
館
連
絡
協
議
会
、
二
〇
一
四
年

長
井
健
、
岩
本
成
美
、
土
居
聡
朋
「
特
集　

愛
媛
県
美
術
館
「
俳
文
学
と
美
術
」
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」『
愛
媛
県
美

術
館
研
究
紀
要
』
第
二
一
号
、
二
〇
二
四
年

（
４
）�

柳
瀬
信
明
「
柳
瀬
蓼
科
」『
山
の
絵　

柳
瀬
蓼
科
句
集
』
私
家
版
、
二
〇
〇
七
年

（
５
）�

展
覧
会
「
柳
瀬
正
夢
一
九
〇
〇
―
一
九
四
五
」
で
公
開
。
同
展
図
録
二
九
九
頁
（
no.
３
―
５
―
18
）
に
図
版
掲
載
。

（
６
）�

こ
の
作
品
展
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
柳
瀬
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
が
、
武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
館
・
図
書

館
に
所
蔵
さ
れ
る
。

（
７
）�

野
間
も
、
自
ら
多
く
の
俳
句
を
詠
ん
だ
愛
媛
の
画
家
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

拙
稿
「
野
間
仁
根
の
文
人
性
に
つ
い
て
―
昭
和
一
〇
～
二
〇
年
代
の
動
向
を
中
心
に
」『
愛
媛
県
美
術
館
研
究
紀

要
』
第
五
号
、
二
〇
〇
六
年

（
８
）��「
本
日
東
京
柳
瀬
正
夢
君
宅
よ
り
訃
報
届
く　

正
夢
君
五
月
二
十
五
日
夜
戦
災
死
と
あ
り　

宅
ハ
焼
け
て
居
ら
ぬ

ら
し
い
か
ら
想
ふ
に
出
先
き
で
罹
災
せ
し
も
の
か
と
被
存
候　

実
ニ
痛
嘆
ニ
堪
え
不
申
候
（
中
略
）
柳
瀬
訃
報

ハ
貴
方
へ
も
入
り
し
こ
と
ゝ
は
存
候
へ
と
も
為
念
御
知
ら
せ
申
上
候
」
一
九
四
五
年
六
月
十
三
日
付
阿
部
里
雪

宛
葉
書
『
柳
原
極
堂
書
翰
集
』
極
堂
会
、
一
九
六
七
年
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図１
正岡子規《湯の町の門を閉たる余寒哉》

図２
高浜虚子《柳原極堂・阿部里雪宛書簡　大正14年6月7日付》

図５
柳瀬正夢《〔阿部里雪像〕》

図４
柳瀬正夢《〔機織〕》

図３
柳瀬正夢《〔中国人物等〕》
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図７
柳瀬正夢《〔阿部里雪子息像〕》

図６
柳瀬正夢《〔阿部里雪夫人像〕》

図８
柳瀬正夢《〔柳原極堂像〕》

図９
貼交屏風

図10
柳瀬正夢《〔仏像〕》

（貼交屏風のうち）
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は
じ
め
に

　

本
紀
要
の
長
井
別
稿
に
お
い
て
は
、
阿
部
里
雪
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要
お
よ
び
柳
瀬
正
夢
の

作
品
を
中
心
に
紹
介
を
し
た
が
、
続
く
本
稿
で
は
、
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
郷
土
の
日
本

画
家
の
作
品
の
一
部
を
紹
介
す
る
。
今
回
は
「
俳
文
学
と
美
術
」
の
テ
ー
マ
か
ら
、
俳
画
ほ
か
、

絵
画
作
品
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。
な
か
で
も
長
谷
川
竹
友
と
下
村
為
山
の
作
品
に
つ
い
て
は
、

作
品
点
数
の
多
さ
や
里
雪
ほ
か
俳
人
た
ち
と
の
関
わ
り
を
示
す
作
品
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
を
設
け
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
一
）
長は

谷せ

川が
わ

竹ち
く

友ゆ
う　

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
～
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）

　

本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
長
谷
川
竹
友
の
作
品
は
、
絵
画
や
俳
画
、
磁
器
な
ど
、
そ
の

形
状
に
お
い
て
多
彩
で
あ
る
。

　

竹
友
は
温
泉
郡
拝
志
村
下
林
（
現
在
の
愛
媛
県
東
温
市
重
信
）
の
生
ま
れ
。
本
名
は
武
次
郎
。

十
三
歳
に
し
て
画
家
を
志
し
京
都
に
移
り
、
都
路
華
香
に
学
ぶ
。
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）

か
ら
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
か
け
て
は
東
京
に
居
住
し
て
お
り
、
こ
の
間
に
高
浜
虚
子
と

知
り
合
い
、
同
四
年
（
一
九
一
五
）
か
ら
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
か
け
て
、
俳
誌
『
ホ

ト
ト
ギ
ス
』に
て
挿
絵
お
よ
び
裏
表
紙
絵
を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
る
。
大
正
五
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
イ
ン
ド
を
旅
行
。
中
国
へ
は
同
十
一
年
（
一
九
二
二
）
以
来
、
何
度
も
訪
れ
て
い
る
。
訪

れ
た
土
地
の
風
景
や
人
々
の
様
子
を
写
生
に
残
し
、
そ
れ
ら
を
基
に
し
た
作
品
を
『
印
度
所
感

　
�

阿
部
里
雪
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

作
品
紹
介
【
日
本
画
家
ほ
か
】

岩　
　

本　
　

成　
　

美

作
品
画
集
』（
大
正
十
一
年
刊
）
や
展
覧
会
「
支
那
漫
遊
所
見
展
覧
会
」（
大
正
十
二
年
）
等
で
発

表
し
て
い
る
。
里
雪
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、《
画（
支
那
）》（
図
１
）や《
画（
上
海
）》（
図
２
）

な
ど
の
作
品
が
含
ま
れ
て
い
る
。
愛
媛
県
に
お
い
て
は
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
伊
予

美
術
展
の
委
員
を
務
め
た
ほ
か
、
愛
媛
美
術
工
芸
展
、
愛
媛
美
術
展
等
に
参
加
。
昭
和
二
十
七

年
（
一
九
五
二
）
の
愛
媛
県
美
術
会
（
県
展
）
発
足
の
際
に
は
名
誉
会
員
に
推
薦
さ
れ
、
晩
年

ま
で
出
品
を
続
け
た
（
１
）。

作
品
紹
介

　

以
下
で
は
、
里
雪
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
竹
友
の
作
品
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
、
簡
単

で
は
あ
る
が
解
説
を
加
え
る
。
阿
部
里
雪
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
竹
友
の
作
品
を
大
き
く

分
類
す
る
と
、
ま
ず
色し

き

紙し

や
半
切
に
、
墨
画
ま
た
は
墨
画
に
淡
彩
を
施
し
た
絵
画
、
続
い
て
俳

人
と
の
合
作
に
よ
る
俳
画
、
そ
の
ほ
か
、
里
雪
の
肖
像
画
、
竹
友
に
よ
る
絵
付
け
が
施
さ
れ
た

磁
器
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

《
画
（
雛
）》
ほ
か
（
墨
画
淡
彩
／
色
紙
ま
た
は
半
切
・
軸
）

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
半
切
と
色
紙
の
作
品
が
各
八
点
数
え
ら
れ
る
。
色
紙
の
サ
イ
ズ
は
い

ず
れ
も
27
・
0
×
24
・
2
㎝
サ
イ
ズ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
草
花
や
果
実
、
動
物
、
郷
土
玩
具
な
ど
が

描
か
れ
て
い
る
（
図
３
～
６
）。
描
法
と
し
て
は
柔
ら
か
な
筆
致
と
淡
い
色
彩
が
共
通
し
て
指
摘

さ
れ
る
。
半
切
に
お
い
て
は
、《
画
（
雛
）》（
図
７
）
や
午
の
絵
馬
や
玩
具
を
集
め
て
描
い
た
《
画
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（
午
）》（
図
８
）
な
ど
、
季
節
に
ま
つ
わ
る
事
物
を
題
材
と
し
た
作
品
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
高
砂

や
昇
龍
、
旭
日
な
ど
、
縁
起
物
と
さ
れ
る
題
材
を
描
い
た
作
品
も
見
ら
れ
る
。

柳
原
極
堂
・
長
谷
川
竹
友
《
句
画
「
秋
日
和
…
」》（
墨
書
・
墨
画
淡
彩
／
半
切
・
軸
）（
図
９
）

　

柳
原
極
堂
（
一
八
六
七
～
一
九
五
七
）
が
句
を
書
き
、
竹
友
が
画
を
描
い
た
合
作
。
句
「
秋

日
和
家
あ
る
べ
し
と
待
ち
に
け
り
」
に
、
親
兎
の
元
に
子
兎
た
ち
が
身
を
寄
せ
る
様
子
が
描
か

れ
る
。「
秋
日
和
…
」
の
句
を
扱
っ
た
極
堂
と
竹
友
の
合
作
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
内
に
も
う
一
点

み
ら
れ
、
そ
こ
で
は
竹
友
が
し
い
た
け
を
描
い
て
い
る
。

柳
原
極
堂
・
長
谷
川
竹
友
《
句
画
「
春
風
や
…
」》（
墨
書
・
墨
画
淡
彩
／
短
冊
）（
図
10
）

　
《
句
画
「
秋
日
和
…
」》
と
同
じ
く
、極
堂
の
句
と
竹
友
の
画
の
合
作
。
箔
を
散
ら
し
た
短
冊
に
、

極
堂
の
「
春
風
や
ふ
ね
伊
豫
に
よ
り
て
道
後
の
湯
」
が
書
か
れ
る
。
こ
の
句
は
、
道
後
放
松
園

の
句
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
句
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
竹
友
は
、
松
山
城
の
画
を
描
く
。

阿
部
里
雪
・
長
谷
川
竹
友
《
句
画
「
尾
を
刎
ね
て
…
」》（
墨
書
・
墨
画
着
色
／
半
切
・
軸
）（
図

11
）

　

里
雪
と
竹
友
の
合
作
。
里
雪
が
句
「
尾
を
刎は

ね
て
こ
の
よ
か
く
れ
の
鯉
幟
」
を
書
き
、
そ
の

下
側
に
竹
友
が
五
月
人
形
の
画
を
描
く
。
軽
い
筆
致
で
描
か
れ
た
墨
線
に
淡
い
色
彩
が
施
さ
れ

て
い
る
。

阿
部
里
雪
・
長
谷
川
竹
友
《
画
（
阿
部
里
雪
像
）》（
墨
書
・
墨
画
／
半
切
・
軸
）（
図
12
）

　

竹
友
に
よ
る
里
雪
の
肖
像
画
。
墨
で
里
雪
の
横
顔
が
描
か
れ
て
い
る
。
肖
像
の
上
側
に
里
雪

が
記
し
た
回
想
に
よ
れ
ば
、
終
戦
直
後
、
里
雪
が
故
郷
の
伯
方
島
を
題
材
に
し
た
絵
葉
書
の
制

作
を
企
画
し
、
そ
の
た
め
に
、
竹
友
に
一
年
間
ほ
ど
同
島
に
滞
在
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
こ
の
肖
像
は
そ
の
時
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

角
皿
ほ
か
十
六
点
（
図
13
）

　

角
皿
十
点
、
瓢
箪
型
皿
五
点
、
湯
呑
一
点
で
構
成
さ
れ
る
。
絵
付
け
を
竹
友
が
手
掛
け
て
い
る
。

角
皿
は
縦
11
㎝
、
横
13
・
5
㎝
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
深
緑
色
の
皿
の
上
に
茶
褐
色
の
皿
を
重
ね

た
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
が
な
さ
れ
て
い
る
。
表
面
の
絵
に
注
目
す
る
と
、
角
皿
十
点
の
う
ち
五
点

は
、
海
浜
や
山
の
風
景
が
描
か
れ
、
五
点
は
子
規
の
句
に
画
を
添
え
た
、
俳
画
の
よ
う
な
形
式

が
と
ら
れ
て
い
る
。
書
か
れ
て
い
る
句
は
、「
温
泉
の
町
に
紅
梅
早
き
宿
屋
か
な
」「
草
花
や
露
あ

た
ゝ
か
に
温
泉
の
な
が
れ
」「
松
山
や
秋
よ
り
高
き
天
守
閣
」「
春
や
昔
十
五
万
石
の
城
下
哉
」「
若

鮎
の
二
手
に
な
り
て
上
り
け
り
」
で
、
い
ず
れ
も
子
規
の
句
で
あ
る
。
句
を
書
い
た
人
物
は
定

か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
竹
友
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

瓢
箪
型
の
皿
も
、
角
皿
と
同
様
に
深
緑
色
と
茶
褐
色
の
皿
を
重
ね
た
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
が
施

さ
れ
て
い
る
。
大
き
さ
は
縦
9
・
7
㎝
、
横
15
㎝
ほ
ど
。
表
面
に
は
海
浜
や
山
々
の
風
景
が
描

か
れ
る
。

　

湯
呑
は
、
直
径
7
・
5
㎝
、
高
さ
6
・
5
㎝
程
度
。
線
刻
と
着
色
に
よ
っ
て
絵
柄
が
付
け
ら
れ
、

そ
の
裏
側
に
は
子
規
の
句
「
萬
歳
や
黒
き
手
を
出
し
足
を
出
し
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。「
萬
歳
」

と
は
民
俗
芸
能
の
一
つ
で
あ
り
、
新
年
に
家
々
を
訪
問
し
、
玄
関
口
や
座
敷
に
て
め
で
た
い
言

葉
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
烏
帽
子
を
被
り
、
扇
を
持
つ
場
合
が
多
く
、
本
湯
呑
に
は
こ
の
衣

装
を
身
に
着
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
人
物
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

（
二
）
下し

も

村む
ら

為い

山ざ
ん　

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
～
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）

　

為
山
は
伊
予
国
温
泉
郡
の
松
山
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
た
。
十
七
歳
で
上
京
し
た
後
、
本
多
錦

吉
郎
の
画
塾
彰
枝
堂
、
そ
し
て
小
山
正
太
郎
の
画
塾
不
堂
舎
に
て
洋
画
を
学
び
、
明
治
美
術
会

主
催
の
展
覧
会
に
作
品
を
出
品
す
る
な
ど
、
洋
画
家
と
し
て
評
価
を
得
る
。

　

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
、
従
弟
の
内
藤
鳴
雪
（
一
八
四
七
～
一
九
二
六
）
を
通
じ

て
正
岡
子
規
と
知
り
合
い
、
後
に
句
作
を
始
め
る
。
俳
号
は
「
牛ぎ

ゅ
う
は
ん伴

」「
冬と

う
そ
ん邨

」。

　

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
松
山
で
創
刊
さ
れ
た
俳
誌
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」
で
は
中
村
不
折

〔9〕
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ら
と
共
に
挿
絵
を
手
掛
け
、
翌
年
創
刊
の
東
京
版
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
で
も
、
創
刊
号
の
表
紙
絵

お
よ
び
口
絵
を
は
じ
め
、
多
数
の
挿
絵
を
寄
せ
て
い
る
。
明
治
終
わ
り
頃
よ
り
、
日
本
画
、
特

に
俳
画
の
研
究
に
専
念
し
た
（
２
）。

　

為
山
は
『
子
規
門
下
の
人
々
』
に
て
紹
介
さ
れ
る
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
本
書
で
は
里
雪
が

為
山
の
東
京
の
自
宅
を
度
々
訪
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
綴
ら
れ
て
お
り
（
３
）、
二
人
の
交
流
の

深
さ
が
窺
え
る
。

作
品
紹
介

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
俳
画
の
ほ
か
、
子
規
庵
で
の
句
会
の
様
子
を
描
い
た
作
品
、

俳
人
と
の
合
作
に
よ
る
扇
面
帖
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

下
村
為
山
《
句
画
「
榾ほ

た
た
き焚

て
…
」》（
墨
書
・
墨
画
／
半
切
・
軸
）（
図
14
）。

　

句
「
榾
焚
て
百
年
生
き
る
面お

も

輪わ

哉
」
に
、
串
焼
き
の
川
魚
の
画
が
描
か
れ
る
。
句
画
と
も
に

為
山
が
手
掛
け
る
。
為
山
は
六
朝
体
の
書
を
研
究
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
４
）、

本
作
に
お
け
る
角
ば
っ
た
書
体
か
ら
、
そ
の
影
響
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
で
、
一
文

字
の
バ
ラ
ン
ス
を
あ
え
て
崩
し
た
手
法
や
、
筆
圧
の
緩
急
な
ど
に
独
自
性
が
表
れ
て
い
る
。

河
東
碧
梧
桐
・
下
村
為
山
《
句
画
「
桐
の
花
…
」》（
墨
書
・
墨
画
／
半
切
・
軸
）（
図
15
）

　

河
東
碧
梧
桐
（
一
八
七
三
～
一
九
三
七
）
と
為
山
の
合
作
に
よ
る
俳
画
。
為
山
に
よ
る
睡
蓮
に
、

碧
梧
桐
の
句
「
桐
の
花
咲
く
山
畑
の
朝
の
吹
き
お
ろ
し
な
る
」
が
書
か
れ
る
。『
新
編�

子
規
門
下

の
人
々
』
に
お
け
る
、
里
雪
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
本
作
は
為
山
の
画
に
碧
梧
桐
が
句
を
賛
と
し

て
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
５
）。
墨
の
濃
淡
を
活
か
し
た
、
枯
淡
な
趣
の
睡
蓮
の
画
と
、

碧
梧
桐
の
書
の
組
み
合
わ
せ
が
味
わ
い
深
い
作
品
で
あ
る
。
碧
梧
桐
は
、子
規
よ
り「
天
資
の
才
」

と
称
賛
さ
れ
る
ほ
ど
書
を
得
意
と
し
た
が
、
中
村
不
折
か
ら
中
国
の
六
朝
時
代
の
書
の
拓
本
を

送
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
柔
ら
か
な
書
風
か
ら
、
六
朝
体
を
取
り
入
れ
た
角
ば
っ
た
書

風
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
ご
ろ
か
ら
は
、
し
な
や
か
さ
の

加
わ
っ
た
本
作
の
よ
う
な
書
風
へ
と
展
開
し
た
。

内
藤
鳴
雪
、
河
東
碧
梧
桐
ほ
か
《「
花
月
」（
扇
面
画
帖
）》（
墨
書
・
墨
画
着
色
／
画
帖
（
扇
面
型
））

（
図
16
～
19
）

　

内
藤
鳴
雪
、
河
東
碧
梧
桐
、
五
百
木
瓢
亭
ら
に
よ
る
画
帖
。
俳
句
ま
た
は
俳
画
が
書
か
れ
た
、

半
径
17
㎝
、
横
幅
26
・
5
㎝
ほ
ど
の
扇
型
の
画
面
十
三
面
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
十
三
面
の
う
ち

俳
画
は
、
内
藤
鳴
雪
に
よ
る
「
七
轉
八
起
の
そ
れ
も
花
の
春
」
の
句
に
達
磨
が
描
か
れ
た
作
品

の
ほ
か
、
為
山
の
作
二
点
を
数
え
る
。
為
山
の
俳
画
の
う
ち
、
一
つ
は
「
清
水
受
け
て
踊
る
枸

子
也
渦
乃
中
」
に
金
魚
と
蓮
の
花
が
描
か
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、「
暮
る
ゝ
日
乃
た
ゆ
た
ふ

□
音
□
□
ゐ
□
け
り
」
の
句
に
、
葉
を
つ
け
た
植
物
と
羽
を
有
す
る
虫
（
も
し
く
は
花
か
）
が

描
か
れ
る
。
為
山
の
俳
画
は
い
ず
れ
も
彩
色
が
さ
れ
て
い
る
。

下
村
為
山
《
画
（
子
規
庵
句
会
写
生
図
）》（
墨
書
・
墨
画
／
懐
紙
・
軸
）（
図
20
）

　

東
京
の
根
岸
の
子
規
庵
に
て
開
催
さ
れ
た
句
会
の
様
子
を
、
為
山
が
回
想
し
て
描
い
た
作
。

画
面
左
上
に
、「
昭
和
十
年
八
月
十
六
日
」
の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
左
上
に
は
こ
の
句
会
は

三
十
七
、八
年
前
の
こ
と
と
の
記
述
が
あ
り
、
先
述
の
日
付
か
ら
逆
算
し
て
、
明
治
三
十
年
前
後

に
開
催
さ
れ
た
句
会
の
光
景
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
座
椅
子
に
腰
掛
け
る
子
規
を
左
上
部
に
、

碧
梧
桐
、
薺
月
、
鳴
雪
、
虚
子
ら
俳
人
た
ち
の
姿
が
描
か
れ
、
ま
た
為
山
自
身
の
姿
も
み
ら
れ
る
。

（
福
田
）
把
栗
が
か
く
し
芸
を
披
露
し
よ
う
と
し
て
転
ん
で
し
ま
っ
た
様
子
を
人
々
が
笑
っ
て
眺

め
て
い
る
。
子
規
句
会
の
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
様
子
を
活
写
し
た
作
品
で
あ
る
が
、
そ
れ
と

同
時
に
、
全
員
の
姿
を
描
き
分
け
、
名
前
を
付
し
て
み
せ
た
本
作
で
は
、
生
涯
に
わ
た
り
膨
大

な
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
た
為
山
の
観
察
観
と
ス
ケ
ッ
チ
の
蓄
積
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
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（
三
）
そ
の
他
の
作
品

　

以
下
で
は
、
個
別
の
作
品
に
つ
い
て
挙
げ
、
若
干
の
解
説
を
加
え
る
。

石
崎
重
利
『
松
山
名
所
図
絵
』（
紙
本
木
版
）（
図
21
～
23
）

　

石
崎
重
利
（
一
九
〇
一
～
一
九
九
六
）
は
、
温
泉
郡
中
島
町
（
現
在
の
愛
媛
県
松
山
市
）
の

生
ま
れ
。
日
本
画
を
学
ん
だ
後
に
大
正
十
年
ご
ろ
よ
り
木
版
画
の
制
作
を
始
め
る
。
日
本
創
作

版
画
協
会
展
、
帝
展
等
で
活
躍
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
よ
り
忽
那
島
に
居
を
定
め
る
。

愛
媛
県
美
術
展
（
県
展
）
の
第
一
回
目
よ
り
版
画
部
門
の
審
査
員
を
務
め
、
昭
和
四
十
七
年

（
一
九
七
二
）
か
ら
は
、
愛
媛
県
美
術
会
の
名
誉
会
員
と
な
る
。

　
『
松
山
名
所
図
絵
』
は
、
全
七
点
か
ら
構
成
さ
れ
る
版
画
集
。
重
利
と
里
雪
は
、
同
時
期
に
東

京
都
大
森
区
（
現
在
の
大
田
区
）
に
居
住
し
た
為
に
交
流
を
深
め
た
と
い
う
。
本
作
は
重
利
よ
り
、

自
身
の
版
画
を
販
売
し
た
い
と
の
相
談
を
受
け
た
里
雪
が
、
松
山
の
名
所
を
題
材
に
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
こ
と
で
制
作
さ
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
里
雪
は
、
版
画
に
、
子
規
門
下
の
俳
人
た

ち
の
句
を
賛
と
し
て
加
え
る
こ
と
を
勧
め
、
承
諾
し
た
重
利
に
俳
人
を
紹
介
し
た
（
６
）。

　

版
画
の
題
材
と
な
っ
た
場
所
と
、
添
え
ら
れ
た
句
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

松
山
城
／
高
浜
虚
子
「
し
ろ
山
の
鶯
來
啼
く
士
族
町
」

　
　

三
津
の
朝
市
／
河
東
碧
梧
桐
「
生
き
の
い
き
ざ
か
な
一ひ

と
つ度

躍
つ
て
尾
と
ば
ん
刃
」

　
　

新
立
橋
／
五
百
木
瓢
亭
「
そ
ゞ
ろ
來
て
橋
あ
ち
こ
ち
と
夏
の
月
」

　
　

道
後
／
柳
原
極
堂
「
春
風
や
ふ
ね
伊
豫
に
よ
り
て
道
後
の
湯
」

　
　

石
手
／
た
け
し
「
坐
る
あ
り
寝
そ
べ
る
が
あ
り
遍
路
宿
」

　
　

高
濱
／
寒
川
鼠
骨
「
岐
曾
つ
り
の
舟
を
漕
ぐ
見
ゆ
凉
志
良
に
」

　
　

鹿
島
／
村
上
霽
月
「
蒼
海
に
生
え
て
幾
世
の
島
の
秋
」

　

作
品
は
い
ず
れ
も
、
縦
25
㎝
、
横
34
㎝
の
紙
に
摺
ら
れ
て
お
り
、
摺
り
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
、
三
津
の
朝
市
の
朝
焼
け
や
、
夕
日
を
反
射
す
る
高
浜
の
海
面
な
ど
の
鮮
や
か
な

色
彩
が
目
を
引
く
作
品
で
あ
る
。
ま
た
松
山
城
は
城
の
中
か
ら
眺
め
た
風
景
を
取
り
上
げ
る
な

ど
、
構
図
も
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

内な
い

藤と
う

鳴め
い

雪せ
つ

《
句
画
「
敷
島
や
…
」》（
墨
書
・
墨
画
着
色
／
半
切
・
軸
）（
図
24
）

　

内
藤
鳴
雪
（
一
八
四
七
～
一
九
二
六
）
は
、
松
山
藩
士
の
家
の
生
ま
れ
。
明
治
初
め
に
は
、

愛
媛
県
内
の
小
・
中
お
よ
び
師
範
学
校
の
設
立
に
尽
力
す
る
。
東
京
に
て
、
松
山
出
身
の
学
生

た
ち
の
宿
舎
常
盤
会
の
監
督
と
し
て
勤
務
し
た
際
、
寮
生
で
あ
っ
た
正
岡
子
規
の
影
響
に
よ
り

四
十
六
歳
よ
り
俳
句
を
始
め
る
。

　

本
作
は
、
句
「
敷
島
や
和
歌
に
も
の
り
し
六
の
花
」
の
周
囲
に
、
六
歌
仙
が
描
か
れ
た
作
品
。

本
作
に
つ
い
て
は
、
制
作
の
場
に
居
合
わ
せ
た
里
雪
に
よ
る
回
想
が
残
さ
れ
て
い
る
。
里
雪
が
、

東
京
の
鳴
雪
の
自
宅
を
訪
問
し
た
際
、
鳴
雪
に
希
望
の
画
題
を
尋
ね
ら
れ
た
た
め
、
六
歌
仙
を
描

い
て
ほ
し
い
と
答
え
る
と
、
そ
れ
に
応
じ
て
里
雪
の
目
の
前
で
即
興
で
描
か
れ
た
と
い
う
（
７
）。

坂
田
虎
一
《
句
画
「
若
き
日
も
…
」》（
墨
書
・
墨
画
淡
彩
／
半
切
・
軸
）（
図
25
）

　

坂
田
虎
一
（
一
九
〇
六
～
二
〇
〇
〇
）
は
、
愛
媛
県
川
之
江
市
（
現
在
の
四
国
中
央
市
）
の

生
ま
れ
。
大
阪
信
濃
橋
洋
画
研
究
所
に
て
学
び
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
上
京
し
て
牧

野
虎
雄
に
師
事
。
帝
展
、
文
展
、
日
展
に
て
作
品
を
発
表
し
た
。
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）

に
帰
郷
し
、
宇
摩
美
術
会
の
設
立
に
携
わ
っ
た
ほ
か
、
光
風
会
な
ど
県
内
の
美
術
団
体
に
て
作

品
を
発
表
。
ま
た
後
進
の
育
成
に
も
尽
力
し
た
。
阿
部
里
雪
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
虎
一
の
俳

画
二
点
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
魚
や
植
物
な
ど
を
墨
画
に
淡
彩
で
描
い
た
色
紙
や
、
油
彩
に

よ
る
阿
部
里
雪
の
肖
像
も
収
集
さ
れ
て
い
る
。

酒さ
か

井い

黙も
く

禅ぜ
ん

・
塩し

お

月つ
き

桃と
う

甫ほ

《
句
画
「
湯
の
山
の
…
」》（
墨
書
・
墨
画
淡
彩
／
半
切
・
軸
）（
図
26
）

　

酒
井
黙
禅
（
一
八
三
三
～
一
九
七
二
）
の
句
「
湯
の
山
の
う
し
ろ
或
の
□
雪
の
峰
」
に
、
宮

崎
出
身
の
画
家
、
塩
月
桃
甫
（
一
八
八
六
～
一
九
五
四
）
が
画
を
描
い
た
俳
画
。
入
浴
す
る
女

性
の
持
つ
手
ぬ
ぐ
い
に
は
、
道
後
温
泉
の
湯
玉
の
マ
ー
ク
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

酒
井
黙
禅
は
、
東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
高
浜
虚
子
の
率
い
る
東
大
俳
句
会
に
所
属
し
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た
後
、
虚
子
に
師
事
す
る
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）、
日
赤
松
山
病
院
に
院
長
と
し
て
着
任
し
、

医
師
と
し
て
の
勤
務
と
共
に
、
松
山
に
お
い
て
俳
句
の
指
導
や
俳
誌
の
選
者
と
し
て
活
躍
。
伊

予
俳
諧
文
庫
の
資
料
収
集
に
も
尽
力
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
道
後
温
泉
の
近
所
に
居
住
し

て
い
た
黙
禅
は
、
毎
日
、
時
に
は
一
日
に
二
回
、
道
後
温
泉
に
入
浴
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
は
、
温
泉
の
歴
史
や
文
学
と
の
関
わ
り
、
著
名
人
の
来
浴
歴
な

ど
を
記
し
た
書
籍
『
道
後
温
泉
話
題
』
を
刊
行
す
る
。

　

塩
月
桃
甫
は
、
宮
崎
で
師
範
学
校
を
卒
業
し
た
後
に
東
京
美
術
学
校
に
て
絵
画
を
学
ぶ
。
大

正
期
に
台
湾
に
渡
り
、
台
湾
美
術
展
の
創
設
に
携
わ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
に

松
山
市
で
愛
媛
師
範
学
校
に
て
勤
務
し
て
お
り
、
黙
禅
と
は
そ
の
時
期
に
知
り
合
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

む
す
び

　

こ
こ
ま
で
阿
部
里
雪
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
日
本
画
家
が
手
掛
け
た
作
品
を
中
心
に
紹

介
し
た
。
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
作
品
群
は
、
里
雪
が
画
家
や
俳
人
た
ち
と
の
合
作
や
、
里
雪
の

求
め
に
応
じ
て
制
作
さ
れ
た
作
品
な
ど
、
里
雪
が
作
品
を
収
集
す
る
の
み
な
ら
ず
、
作
品
の
制

作
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た

作
品
に
つ
い
て
も
、
今
後
情
報
の
整
理
を
進
め
て
い
き
た
い
。

註（
１
）�

長
谷
川
竹
友
の
略
歴
は
、
以
下
を
参
照
し
た
。
烏
谷
照
雄
編
『
セ
キ
美
術
館
開
館
10
周
年
記
念�

愛
媛
・
感
動
の

美
術
家
た
ち
展��

第
２
期
展　

大
正
か
ら
戦
前
の
昭
和�

激
動
の
時
代
美
を
求
め
た
画
家
た
ち
』
図
録
、一
一
六
頁
。

（
２
）�

下
村
為
山
の
略
歴
は
、
以
下
を
参
照
し
た
。
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
編
『
第
26
回
特
別
企
画
展�

画
家�

下
村

為
山
』
一
九
九
二
年
。
阿
部
里
雪
『[

新
編]

子
規
門
下
の
人
々
』
一
八
七
頁
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
え
ひ
め
の
記
憶
』

―
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
（https://w

w
w
.i-m
anabi.jp/system

/regionals/regionals/

ecode:4/87/view
/14691

）。

（
３
）�

阿
部
里
雪
『
新
編�

子
規
門
下
の
人
々
』
愛
媛
新
聞
社
、
二
〇
〇
四
年
、
一
九
一
―
一
九
四
頁
。

（
４
）�

鴻
池
楽
斎
「
書
家�

下
村
為
山
」
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
編
、
前
掲
書
、
九
十
三
―
九
十
四
頁
。

（
５
）�

制
作
の
経
緯
に
つ
い
て
は
下
記
を
参
照
。
阿
部
里
雪
、
前
掲
書
、
七
十
六
頁
。

（
６
）�

制
作
の
経
緯
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
阿
部
里
雪
、
前
掲
書
、
一
八
一
―
一
八
三
頁
。

（
７
）�

阿
部
里
雪
、
前
掲
書
、
一
一
二
頁
。
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図1

図7図8図9図10図11

図2図5

図3

図6

図4

右から順に
図7　長谷川竹友《画（雛）》
図8　長谷川竹友《画（午）》

右から順に
図3　長谷川竹友《画（干し柿）》
図4　長谷川竹友《画（姫だるま）》
図5　長谷川竹友《画（河豚）》
図6　長谷川竹友《画（枇杷）》

右から順に
図1　長谷川竹友《画（支那）》
図2　長谷川竹友《画（上海）》

右から順に
図9 　柳原極堂・長谷川竹友《句画「秋日和…」》
図10　柳原極堂・長谷川竹友《句画「春風や…」》
図11　阿部里雪・長谷川竹友《句画「尾を刎ねて…」》
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図12
長谷川竹友・阿部里雪

《阿部里雪像》

図13
長谷川竹友ほか《角皿ほか十六点》

図14
下村為山

《句画「榾焚て…」》

図15
河東碧梧桐・下村為山

《句画「桐の花…」》

図17　内藤鳴雪《句画「七轉八起の…」》

図16　　《「花月」（扇面画帖）》（表紙）

図18　下村為山《句画「清水受けて…」》図19　下村為山《句画「暮るゝ日乃…」》

図20　下村為山《画（子規庵句会写生図）》
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図21　石崎重利『松山名所図絵』「松山城」

図24　内藤鳴雪《句画「敷島や…」》
図25　阿部里雪・坂田虎一《句画「若き日も…」》
図26　酒井黙禅・塩月桃甫《句画「湯の山の…」》

図22　石崎重利「三津の朝市」

図25 図24図26

図23　石崎重利「道後」
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